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〔論文〕

 実践的指導力習得に向けた「教職実践演習」の視座 

國　原　幸一朗

名古屋学院大学現代社会学部

要　　旨

　教職課程の必修科目である「教職実践演習」（4年秋学期履修）は，学びの軌跡の集大成と位

置付けられ，「履修カルテ」を踏まえ，「使命感や責任感，教育的愛情等」，「社会性や対人関係

能力」，「生徒理解や学級経営等」，「教科等の指導力」の4つの事項を統合して形成されたかの

確認が求められている。しかし，実践研究を見る限り，これらの事項の関連性や統合が実証的

には示されていない。筆者の授業では，ロールプレイング，ロールレタリング，模擬授業，事

例調査等の手法を用い，個別学習とグループ学習を繰り返しながら，対人関係，生徒理解・指

導，学習指導についての理解を深め，上記の4つの事項を関連付けようとした。また本稿では，

授業における学生のコメント等を手がかりとして，実践的指導力習得に向けた本科目の視座を

提示した。
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     1．はじめに―問題の所在 

 　文部科学省中央教育審議会答申「今後の教

員養成・免許制度の在り方について」（2006年

7月）の提言  1 を受けて，「教育職員免許法施行

規則」（2008年3月）が改正され，これにより，

2010年度入学生から「教職実践演習」が教職

課程の必修科目となった。 

 　本科目は，教育実習を終えた4年生を対象と

する。「教員として 低限必要な資質能力とし

て有機的に統合され，形成されたかについて，

課程認定大学が自らの養成する教員像や到達目

標に照らして 終的に確認する」ことが求めら

れ，「学びの軌跡の集大成」と位置付けられて

いる。 

 　この資質能力は，「使命感や責任感，教育的

愛情等」，「社会性や対人関係能力」，「幼児児童

生徒理解や学級経営等」，「教科等の指導力」（以

下の4つの事項という）より捉えられ，自己の

課題の自覚と不足する知識や技能の補完及びそ

れらの定着を学生に求めている。授業で取り扱

う内容として9例，4つの事項のそれぞれに到

達目標と確認指標例が示されている。 

 　文部科学省の指針告示と並行して，各大学で

は，本科目の本格実施に向け準備が整えられ，

取組みの経過が公表された。そこでは本科目の

教職課程における位置を示すとともに，「履修

カルテ」と指導マニュアルの作成，評価基準の

策定，授業担当者間の相互理解が課題として提

起された（前崎・田中・光友・藤岡，2008，前崎・

光友・藤岡・堤，2010）。 

 　「履修カルテ」の使用が普及する前から，ポー

トフォリオにより，学生自らが自己の成長・発

達過程を捉え，教員もそれを指導に活用してい

た大学がある（姫野，2012）。そのような大学

では，この「履修カルテ」は，「あるべき教師像」

に向けて学生を管理する手段になると批判的に

みている。 

 　その一方で，「履修カルテ」により教職履修

学生の「質」を保証するとともに，教員養成の

在り方の再考や教職課程改革に結びつける意図

があった（村田，2012）という指摘もある。 

 　ところで，「履修カルテ」で学生の「質」保

証は可能なのか。「履修カルテ」は学修を振り

返る手段であり，教員養成段階では，実践的指

導力の習得に向けた基盤づくりを行い，その進

捗を本科目で確認する段階までにとどめるべき

であろう。授業開始時に「履修カルテ」から「こ

れまで教職課程で何を学び何が不十分であった

か」を整理し，授業終了時に「学習を通して何

が補え，不十分で，新たな課題か」を自覚する

とともに，自らあるいは集団で問題解決・探究

する意欲と能力を高め，「学び続ける教師」を

目指すためのビジョンを持たせる必要がある。 

 　そこで，まず本科目に関する実践的研究から，

研究者の問題意識を整理してみたい。国立情報

学研究所の論文検索サイトCiNiiで，「教職実

践演習」を検索すると282件  2 ，「実践的指導力」

は410件  3 であった。このうち，小学校から高

等学校の教員養成段階における本科目の実践論

文について，本文を閲覧できるものより，その

特徴をみると，所属が国立大学の教育学部であ

る執筆者は全体の7割近くを占め，筆者と同じ

私立大学の教育学部以外の所属である執筆者は

3割程であった（表1）。 

 　発表年は，本科目が本格的に実施された

2013年度以降が多い。 

 　授業を実施する上で，学生の意識や「履修カ

ルテ」の記述を踏まえる必要があるが，その点

を詳述した論文は少ない  4 。 

 　授業内容としては，学習指導に関する記述が

多く，その半数以上は模擬授業が取り上げられ
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ている。次いで生徒指導・生徒理解，対人関係

に関する記述が多く，職務内容は比較的少ない。 

 　授業方法については，グループワーク（GW）

と討議（D）が多く，ロールプレイ（RP）は，

生徒指導・理解，同僚や保護者との対人関係の

学習で利用されている。梨木（2012）は，話

し言葉による「ロールプレイ」と書き言葉によ

る「ロールレタリング」を対比し，両者を組み

合わせて効果が上がると述べ，筆者の授業でも

取り入れた。事例研究（CS）は対人関係や学

級経営で利用されているが，フィールドワーク

（FW）についての記述は少ない。 

　授業評価については，科目の性格上取り上げ

ている論文は多いが，私立大学の論文は少ない。

 　全体的にみると，授業内容と方法を限定して

述べている論文が多いが，科目内容全体の中で

表1　教職実践演習の論文にみる研究者の重点

（2016年2月25日確認）

論

文

大

学

国立

私立
学部

発表

年

プレ授業 授業内容 授業方法

授業

評価
実態・

ニー

ズ

履修

カル

テ

職務

内容

学級

経営

生徒

指導・

生徒

理解

同僚・

保護

者

学習

指導

模擬

授業
GW RP CS FW D

1 Ｇ 国 教育 2010 　 　 　 　 ◆ ◆ ● ◎ ○ ◇ 　 　 ○ ○

2 Ａ 国 教育 2011 　 　 ○ 　 ◆ ◆ 　 　 ○ 　 　 　 ○ 　

3 Ａ 国 教育 2014 　 ○ 　 　 ◆ ◆ 　 　 ○ 　 　 　 ○ ○

4 Ｃ 国 教育 2011 ○ 　 ○ ■ ◆ ◆ 　 　 ○ ◇ 　 　 　 ○

5 Ｃ 国 教育 2012 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○

6 Ｅ 国 教育 2012 　 　 　 ■ ◆ ◆ 　 　 ○ ◇ ◇ 　 ○ ○

7 Ｈ 国 教育 2012 　 　 　 　 　 ◆ ● 　 ○ 　 　 　 ○ ○

8 Ｈ 国 教育 2013 　 　 ○ ■ ◆ ◆ ● 　 ○ ◇ ◇ 　 ○ ○

9 Ｆ 国 教育 2013 　 　 　 　 ◆ 　 ● ◎ ○ 　 　 　 ○ ○

10 Ｍ 国 教育 2013 ○ 　 ○ ■ ◆ ◆ ● ◎ ○ ◇ ◇ 　 　 ○

11 Ｍ 国 教育 2014 ○ 　 ○ ■ ◆ ◆ ● ◎ ○ ◇ ◇ 　 　 ○

12 Ｍ 国 教育 2015 　 　 　 　 ◆ ◆ ● ◎ ○ ◇ ◇ 　 ○ ○

13 Ｂ 国 教育 2014 　 　 　 　 　 　 ● 　 ○ 　 　 　 ○ ○

14 Ｋ 国 教育 2014 　 　 　 　 　 　 ● ◎ ○ 　 　 　 　 ○

15 Ｄ 国 教育 2015 　 　 　 　 　 　 ● ◎ 　 　 　 　 　 ○

16 Ｉ 国 教育 2015 　 　 　 ■ ◆ ◆ ● 　 ○ 　 　 　 ○ ○

17 Ｊ 国 教育 2015 　 ○ 　 ■ ◆ ◆ ● ◎ ○ 　 ◇ ○ ○ ○

18 Ｌ 国 教育 2015 　 　 　 　 　 　 ● ◎ 　 　 　 　 　 　

19 Ｎ 国 教育 2015 ○ 　 　 　 　 　 ● ◎ ○ 　 　 　 ○ ○

20 Ｏ 国 他 2008 ○ 　 ○ ■ ◆ ◆ ● ◎ ○ ◇ 　 　 ○ ○

21 Ｓ 私 教育 2014 　 　 　 　 ◆ 　 ● ◎ ○ ◇ ◇ ○ ○ 　

22 Ｔ 私 教育 2014 　 ○ 　 ■ ◆ ◆ ● 　 ○ 　 　 　 ○ ○

23 Ｑ 私 教育 2015 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 ◇ 　 　 　

24 Ｖ 私 他 2008 　 　 　 ■ ◆ 　 　 　 　 　 　 　 　 　

25 Ｖ 私 他 2010 　 　 　 　 　 　 ● 　 　 　 　 　 　 　

26 Ｒ 私 他 2010 　 　 　 　 　 　 ● ◎ ○ 　 　 　 　 　

27 Ｕ 私 他 2010 　 　 ○ ■ ◆ ◆ 　 　 　 　 　 　 　 　

28 Ｗ 私 他 2012 　 　 　 　 　 　 ● ◎ ○ 　 　 　 　 　

29 Ｘ 私 他 2015 　 ○ ○ ■ 　 　 ● ◎ ○ 　 ◇ 　 ○

GW（グループワーク），RP（ロールプレイ），CS（事例研究），FW（フィールドワーク），D（討議）
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位置付ける必要がある。また学生の意識を踏ま

えて，大学に応じた科目デザインに改善する必

要があろう。本研究では筆者の授業における学

生の記述等を手がかりに，実践的指導力習得に

向けた本科目の視座を示す。 

 2．実践的指導力と「教職実践演習」 

 2.1　実践的指導力の捉え方 

 　まず，「実践的指導力」がどう捉えられてい

るかを，答申から整理しておきたい。 

 　1987年に教育職員養成審議会（以下，教養審）

答申「教員の資質能力の向上方策等について」

が出され，実践的指導力の必要性が示された。 

 　  1997年には教養審第一次答申「新たな時代

に向けた教員養成の改善方策について」が出

され，「教職に関する科目」として「総合演

習」 5 の新設が提案され，教員の資質能力の形成

過程と養成段階で修得すべき 小限必要な資質

能力が示された。教員に求められる資質能力を，

いつの時代にも求められる資質能力と，今後特

に求められる資質能力から示された。 

 　2005年の中央教育審議会（以下，中教審）

答申では，優れた教師の条件として，教職に対

する強い情熱，教育の専門家としての確かな力

量，総合的な人間力が挙げられ，2006年の中

教審答申では，教職課程の質的水準を向上させ

るため，大学における組織的指導体制の整備，

教職実践演習の新設・必修化，教育実習の改善・

充実，教職指導の充実等が示された。 

 　教員養成課程において，「実践的指導力」を

養うことは使命となっているが，この語につい

ての解釈は多様である（表2）。 

 　論文1（高野，2006）では，「実践的指導力」

の中心に話す力を置き，一人ひとりと向き合い，

声に耳を傾け，対話する力が重要であると述べ，

学生の問題関心に応じて講義内容を修正し具体

的問題を通して学ばせようとしている。論文2

（梅本・佐藤・小口・春日，2007）では，学び

がいのある授業の実践力，対人関係スキル，論

文5（有吉，2009）では学習指導力，生徒指導

力，コーディネート力，マネジメント力，論文

8（木村，2014）では基礎的・基本的な知識・

技能定着の指導，思考力・判断力・表現力等の

指導力と捉えているが，多くの論文は学習指導，

生徒理解・指導，対人関係の能力と捉え，これ

らの能力を個別に取り扱っている。 

 　しかし，なかには資質能力の総合性（論文4

（時田，2009））や学習指導・生徒指導・対人

関係能力の関連性をみた実践研究もある（三島・

樫田・高旗・稲田・後藤・江木・曽田・山根・

加賀・高塚，2015，益田，2014）。姫野・石橋・

神居・斎藤（2011）も，「学生の学びを統合する」

本科目の意義について述べ，断片的な経験や学

習をつなげる役割があると指摘している。 

 　また，論文6（青木，2009）では「将来にわ

たる職能成長を保証する素地としての基本的能

力」，論文9（長友・中込，2014）では教科間

の境界領域における実践的指導力の育成に焦点

をあて，教科横断的な教材開発の必要性を指摘

し，広い視野から「実践的指導力」を捉えている。 

 　「実践的指導力」に対する問題意識は本科目

設置前から私立大学で強かった。「総合演習」

で実践的指導力の基盤は育成できるという指摘

（生野，2008，生野，2010），「総合演習」の成

果を手がかりにして「教職実践演習」の実践を

検討した事例がある（益田，2010）。

　近年の教育養成の潮流は，現場主義が強まり，

基準化・規準化された教師を養成する傾向を強

めている。大学の果たす役割が問われているが，

「現状を俯瞰する理論を学び，未来に開かれた

視野が持てる力を養う」ために研究と教育の両
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面から貢献する必要性があるという指摘に着目

したい（論文7（油布，2013））。論文10（岡村・

相馬・伊勢本・正木，2015）では，「科学的探

究を踏まえた実践的指導力を修得するための指

導力」を大学教員に求め，「実践的指導力」が

生徒指導力の教化と保護者対応に限定されるこ

とを問題としている。 

 　  大学で教授される理論は，学校現場ですぐに

役立つ指導技術を生み出さない。そのため，現

場主義の「実践的指導力」が学生や現場教師に

広く受け入れられてきた。「実践的指導力」の

規準化・基準化，成功事例の模倣が進んでいる

が，「実践的指導力」は個別の文脈と密接につ

ながり，プロセスが重要とされなければならな

い。子どもとの信頼関係を築き，指導力を高め

るには，省察（リフレクション）が欠かせない

が（深川，2014），仕事内容や個人の特性により，

その内容や方法は多様である。 

 　その上で，教員養成段階における「実践的指

導力」をどう捉えるか。省察によって，より客

観的に自分のポジションを俯瞰できる力を養う

ことが重視されるべきである。それとともに，

自己の問題として意識を高め，大学で学ぶ理論

や論理をもとに学校現場で利用できる方法を見

つけ改善していく力を養うことが，養成段階で

普遍的に求められていることを再認識する必要

がある。 

 2.2　 先行研究からみた実践的指導力を高める

ための本科目の指導上の重点 

 　「実践的指導力」を高めるため，「教職実践演

習」では，何に重点を置いて指導を行っている

か。先行研究をみる限り，「現場の持ち込み」，「グ

ループ活動を通した問題意識の共有化と拡大深

化」，「振り返りによる専門的視点の深化」に区

分できる。 

 　「現場の持ち込み」は，自らの体験と実習体

験を踏まえ，学校現場で起こりうる場面を想定

して演習を行うことで（津野，2012，佐瀬，

2012），よりリアルな環境で演習を行うのであ

れば，外部機関との連携が必要となる。教育

委員会や学校への講話依頼と実地視察（益田，

表2　実践的指導力の捉え方

（2016年2月25日確認）

論

文

区

分
年 実践的指導力

学習

指導

生徒

指導

対人

関係

1 私 2006 話す力，対話する力，共創的対話 　 ○ ○

2 私 2007 学びがいのある授業の実践力，対人関係スキル ○ 　 ○

3 私 2008 授業設計力，授業実践力 ○ 　 　

4 私 2009 学生は授業力，専門性，子どもの理解の力，大学教員は授業力，

人間的指導力，総合的な力

○ ○ 　

5 国 2009 学習指導力，生徒指導力，コーディネート力，マネジメント力 ○ ○ 　

6 私 2009 総合的な力，自らの教科観の確立 ○ 　 　

7 私 2013 現状を俯瞰する理論を学び，未来に開かれた視野を持つ 　 　 　

8 私 2014 基礎的・基本的な知識・技能定着の指導力，思考力・判断力・

表現力等の指導力

○ 　 　

9 私 2014 教科の知識を他教科の指導に活かす，教科を横断的に捉えた教

材を開発できる

○ 　 　

10 国 2015 科学的探究を踏まえた実践的指導力を修得するための指導力 　 　 　
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2014），保護者との話し合い，学級でのTT活動，

研究授業（村松・伊藤・加藤・茅野・松本・丸山・

南・池本・由井・荏原・永井，2013），見学実習，

外部講師の講話とそれにもとづくグループ討論

（梅津・近藤，2014）などを述べた実践事例が

ある。 

 　「グループ活動を通した問題意識の共有化と

拡大深化」については，山崎（2012）が「異

教科の学生たちによる授業づくりや教育実践，

体験の振り返りを多様な視点から何度も問い直

すことにより実践について深く学べるように

なった」と指摘している。また佐瀬（2013）

も，「学生の不安や悩みを相互に表出させ，自

己を見つめ直し，相互に課題を共有することに

より活動への見通しが持たせられる」と述べて

いる。職業を意識し，活動を通して学ぶ本科目

に対する学生の評価は全般的に高い（長谷川，

2015）。学生は協同的な学びに意義を感じ，織

田（2013）も，人間関係の基礎的な学びとし

てグループワークの重要性を強調している。こ

の他，一人ひとりの生徒を大切にする教育に目

と心を向け，教科指導や生徒指導に情熱を傾け

る教師の資質を互いに高め合うことを授業のね

らいとし，求められる教師像，教師の社会性，

自己実現を援助する指導の在り方を扱い，イ

ンターンシップ，学習体験発表会，まとめと

ポートフォリオの整理を行った実践（海老子，

2015）がある。 

 　「振り返りによる専門的視点の深化」につい

ては，「体験や振り返り活動により，学級経営

に対する理解を深め，体験知に近接する学びに

高められた」という実践（大久保，2009）がある。 

 　また，学習指導における振り返りについて，

斎藤・佐藤・山崎・江森・益田（2010）は，

教育実習の記録を踏まえた議論や授業案づくり

や再度学校現場で授業を観察し授業をみる視点

がどう変化したかの振り返り活動について述べ

ている。教育実習後の「授業をみる眼・つくる

力」を養う実践であるが，授業における語り，

教材開発，授業構想，生徒理解，豊かな教養が

求められることを授業を通して実感させようと

している（村田，2012）。また，系統的・計画的・

構造的に授業を捉え，専門的視点の共有を図り，

授業力を向上させるねらいもある。 

 　多くの大学が本科目の授業で模擬授業を行っ

ているが，教育実習後になぜ模擬授業を行うの

かを示していない実践研究も多い。南埜・岸田・

別惣・山中・石野・藤原（2015）は，「教科や

授業科目間で模擬授業にばらつきがある」と指

摘しているが，就職活動が終わり教員採用試験

の結果が出て，学習意欲が低下気味の時期に，

全履修生を対象として模擬授業を行い，専門的

視点を深めることの意義を再度検討する必要が

ある。 

 2.3　「教職実践演習」をめぐる課題 

 　本科目に関する課題は，「本科目の位置付け

と実施体制」，「授業方法と評価」，「関係機関と

の連携と大学内部における協働」に関すること

に分けられる。 

 　「本科目の位置付け」について，山崎（2012）

は，教員養成カリキュラムの再統制，大学の自

律性の縮小，基準化・規準化された教員の量産

の危険性を指摘している。「実施体制」につい

ては，本科目の履修時期について，4年次後期

は卒業研究に集中的に取り組む時期で，教員・

学生とも負担が大きい（山本・赤松・今村・村田・

本村，2014）。また開放制教員養成課程におい

て，教育実習や教員採用試験後のモチベーショ

ンをいかに維持できるか，教育委員会や学校と

の連携，受講学生の変動（大島，2011，宇佐見，

2010）などが課題として挙げられている。 
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 　三村・山内・中村・大後戸・網本・木下・佐藤・

間瀬・枝川・森田（2015）は，教科横断的な

共通した計画を立案し，教科教育と教科内容の

教員が協働し教職の視点を取り入れた実践を報

告している。今後の教育改革で教科教育と内容

教育の連携は重視・推進されると考えるが，開

放制教員養成課程において，個々の内容科目は

教員養成のためだけに設置されたものでないた

め，教員の共通理解と対応は容易ではない。 

 　「授業方法」に関して，「必要に応じて不足し

ている知識や技能等を補完し定着を図ること」

は難しいという指摘がある（津野，2012）。ま

た，「授業評価」については「学生は個別の授

業内容，授業方法から授業を評価し，習得し

た能力との関連は限定的であった」（長谷川，

2015），「本科目の単位不認定は現実的にあり

得るのか」という指摘もある（大島，2011，

宇佐見，2009） 6 。本科目では教員としての資

質能力の獲得の「確認」を求めているが，それ

に先立ち，その過程を適切に評価すべきではな

いだろうか。 

 　「関係機関との連携と大学内部における協働」

については，大島（2011）が「現職の教員又

は教員勤務経験者を講師とした授業を含める」，

「教育委員会や学校の意見を聞くといった多様

な形式の授業を準備できるか」が課題であると

述べている。学校等外部機関との連携や学内協

力体制の必要性は，益田（2014）や田宮・下

野（2008）なども指摘している。 

 　開放制教職課程では，学習指導や学級指導が

できるのは2 ～ 3週間の教育実習のみで，実習

後は学校現場から離れている。そのため教育実

習終了後本科目の演習などを通して，再び学校

現場とつながる機会をつくることが重要となる。 

 3．「教職実践演習」の授業 

 　上述した「教職実践演習」の目的や成果，課

題を踏まえ，本科目の授業を構想し，授業を行っ

た。以下，授業の概要と内容について述べ，学

生のコメントから教職に対する意識がどう変化

したのかを示す。 

 3.1　概要 

 　本科目の目標は，「これまでの学修を振り返

り，将来教員になる上で自己にとって何が課題

であるのかを自覚することができる」，「それを

踏まえ課題研究を遂行し不足している知識や技

能等を補うことができる」，「課題研究の振り返

りを踏まえ今後のキャリアプランを作成するこ

とができる」である。受講生は4学部5教科に

わたり，合計34名である（表3）。 

 　授業内容は，4つの事項の内容を他大学のシ

ラバスを参照して構成した。授業方法もグルー

プワーク，模擬授業，ロールプレイング（RP），

調査研究をバランスよく取り入れた（第4）。

評価においては，教員・自己・学生評価を取り

入れ，授業開始時と授業終了時の自己評価で「履

修カルテ」を利用した  7 。 

 　筆者は，4つの事項の関連性を図1のように

捉え，実践的指導力を個々の事項の能力の和で

はなく，各部分を関連付けて広がりと深みをも

つ積和と位置付けた。授業では個々の事項を重

表3　受講生の属性（人）

教科 学部 １時限 2時限

社会 経済 3 3

保健体育 商 4 5

商業・情報 商 3 2

英語 外国語 7 7

合計 17 17
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表4　教職実践演習の授業計画

回 講義内容

授業形態

内容講

義

個

別

集

団

Ｒ

Ｐ

調

査

【①使命感や責任感，教育的愛情に関する事項】

第1回 イントロダクション ● ○ 　 　 　 学習の仕方・諸注意（●）履修カルテ完成（○）

第2回 学修の振り返り 　 ○ ★ 　 　
教職課程の学修の振り返り（○★）資質能

力を高める方法（○★）

第3回
教職の意義，教員の役割，職務内

容
● ○ ★ ◇ ◎

教職の意義（●）教員の役割（●○★◇）

教員の職務内容（◎宿題）

第4回
教育に対する使命感，責任感，愛

情
● ○ ★ 　 　

教員の任務・使命感・責任（●○★）注意

義務（●）教育的愛情（●）

第15回 これからの自分について 　 ○ ★ 　 　
模擬授業振り返り（○★）本授業振り返り

（○）

【②社会性や対人関係能力に関する事項】　

第5回 教員集団の一員としての自覚 ● ○ 　 　 　

教員集団と企業集団の相違・派閥の役割と

問題（●○）教員のタイプ（●）教員の心

理（●○）

第6回 保護者との人間関係　 ● ○ ★ ◇ 　

教師と保護者との関係の変化（●）保護者

と子どもとの関係（●○★◇）担任が保護

者からクレームを受ける場合とその対応

（●○★◇）

【③幼児児童生徒理解や学級経営等に関する事項】

第7回 生徒理解と生徒指導 ● ○ ★ ◇ ◎

3つの事例（○★◇）からみた担任として

の対応・役割（●○★）学校現場での苦労

と工夫（◎宿題）

第8回 特別支援教育 ● ○ ★ 　 ◎

特別支援教育とは・意義・動向・教育の方

法（●）生徒への対応（○★）ある特別支

援学校の特色と指導上参考にしたいこと

（◎宿題）

第9回 学級経営 ● ○ ★ 　 ◎

学級活動と役割（●）印象に残る・教育実

習中の学級活動（○）学級経営案作成（○★）

学級通信からみた担任の指導観（◎宿題）

第10回 生と性の理解 ● ○ 　 　 　
性教育の意義・指導上のポイント・目標（●）

学習指導案検討（●○）

【④教科・保育内容等の指導力に関する指導】

第11回 総合的な学習の時間　 ● ○ 　 　 ◎
体験（○）目標・内容・方法（●）単元計

画と学習指導案情報収集（●◎宿題）

第12回 単元計画作成 ● 　 ★ 　 ◎
単元計画作成の要点（●）作成（★）単元

計画完成・模擬授業準備（◎宿題）

第13回
模擬授業

「国際，地域，進路，福祉，生命」
○ ★ 　

模擬授業（★）コメントシート記入（○）

第14回
模擬授業

「環境，保健，防災」
○ ★ 　

模擬授業（★）コメントシート記入（○）
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複・関連付け，個別学習・集団学習・発表学習

を交互に行い，ロールプレイや模擬授業では，

集団での振り返りを行った後，自らの振り返り

を行い，学生一人ひとりの資質能力向上を目指

した（図2）。 

 3.2　 学生の捉える実践的指導力・学生の求め

る能力 

 　第1回の授業で「履修カルテ」を完成させ，

シラバスをもとに本科目の授業内容や方法につ

いて説明した後，第2回の授業で，「履修カルテ」

を見ながら，これまで教職課程で学んだことと

自分の到達度を振り返らせた。 

 　次に教職課程で学んだことを9個挙げ，到達

度を4段階で評価させた。さらに9個の内容か

らキーワードを付箋に記し，3 ～   5人のグルー

プ内で自己分析についてそれぞれ発表し，その

後白紙に全員分の付箋を並べ，共通する語を重

ね，類似する語は近くに寄せてグループ分けを

行い，関連するものは線・矢印で結んで・囲ん

で，学んだことや教員になる上で重要なこと（資

質）を構造化した（KJ法）。その結果を全体で

発表し，気づいたことをグループで話し合い，

後に各自気づいたことや考えたことをまとめ

る授業展開とした。挙げられた資質能力を高め

るための方法についても話し合わせた。 

 　教職課程で学んだ成果と課題をみると（表

5），成果としては，「知識の獲得や理解の深化」，

「教職に対する意識や認識の変化」，「自分に欠

けている能力の理解」について述べた学生が多

図1　実践的指導力の枠組みの関連性

図2　学習方法
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く，課題としては，自らの姿勢や意欲に関する

ものと能力に関するものに分けることができ，

「論理を実践する力」を挙げる学生もいた。 

 　学生が考える教師に必要な能力としては，コ

ミュニケーション能力と教科に関する知識と指

導技術が多く挙げられ，対人関係と学習指導な

どを本授業科目の柱に置く授業者の構想と合致

していることが確認できた（図1・3）。 

 　KJ法では，熱意やコミュニケーションを軸

とした班，大学の授業内容を関連付けた班【A

班】，教育実習を軸にまとめた班【B班】，学習

指導・生徒指導からまとめた班【C班】が見ら

れ，班による違いが明瞭となった（図4，本稿

では詳細にまとめていた3つの班を抽出）。班

による語数のばらつきが見られ，語数が多い班

は多重のカテゴリーを作っていたが，語数の少

ない班は，語と語の関連付けがうまくできてい

なかった。教科や学部に関わらず，コミュニケー

図3　 学生が考える教師に必要な能力（人）

（複数回答）

表5　授業前の自己評価

成　　果 課　　題

【全般的】

　・教職や教育に対する意識や認識の変化（4）

　・自分に欠けている能力の理解（4）

　・コミュニケーション能力の獲得（3）　

　・自己成長（2）

　・学習の取り組み方，向上心（1）

【大学の授業】

　・知識の獲得や理解の深化（10）

　・生徒や親・地域の方との関わり方（1）

【教育実習との関わり】

　・教育現場への認識（4）

　・使命感（3）

　・協調性（2）

　・教える技術の向上，責任感・信頼関係の重要性，授業の工夫，

言葉遣い，生徒理解の大切さ，生徒や親・地域の方との関わ

り方，段取り

【姿勢・意欲】

　・自らの学びの姿勢

　・苦手な分野に対する努力

　・生徒の立場で考えること

　・生徒に対する言葉かけ

【能力】

　・確かな知識と知識の定着

　・教職についての深い理解

　・技術と知識を生徒に伝える力

　・論理を実践する力

（注）括弧内数字は人数
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ションがよくとれる班はこのような話し合いは

得意で，グループワークの成果の違いが顕著と

なった。 

 　ダイヤモンドランキングでは，人間性やコ

ミュニケーションを上位に挙げる班が多く，知

識や教養は身に付けなければならない優先度と

しては下位で，知識は後からでも補えると述べ

た学生もいた。逆に知識や教養を重視する班は，

コミュニケーションを下位にしており対照的で

あった。 

 　振り返りでは，自分の班の図を見て分かるこ

とや，他の班と比較しながら共通点や相違点を

述べていたが，なかには，教師を目指す自分自

身の振り返りを行い「意見交換することで，見

落としていたことに気づけ，これからの自分自

身の課題を知ることができ，伸びしろを感じる

ことができた」，「教師になる上で大切なことに

気づくことができた」，「目標に到達するには相

当な努力が必要であると改めて思った。教師は

学び続ける姿勢と熱意が本当に大切だと思う。」

と述べる学生もいた。 

 　また，「自分の気づかない部分も分かって，

教師像というキーワードは大切であることに納

得した」，「理想の教師像や熱意など教師になる

上で大切なことに気づくことができた」といっ

た教師像に関わる意見も見られた。 

 　さらに，「分類するときしっかり理解できて

いないことに気づき，お互いの知識で補い合い，

知識を深めることができた」，「KJ法は情報整

理に役立つ手法だと思われた。時間がかかって

しまうことが問題で，指導者がいないと知識を

間違った分類をしてしまう可能性もある。相互

図4　KJ法とダイヤモンドランキングによる教員に求められる資質能力
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の協調性を学び，教師の指導により，効果が大

きく左右される方法であると思う」といった手

法についての評価を述べる学生もいた。 

 　ダイヤモンドランキングについては，「自分

は保健体育で他の教科より生徒に関わることが

多いので授業よりも人間性が大切だと考えてい

たが，他の班はどちらかと言えば，授業が大切

だと考えていた」，「学習指導案の優先度は低く，

専門教養は自分たちの商業や情報でも，英語や

社会科の人たちも共通して重要視しているとい

うことに気づいた」，「各班で教科別の特徴が表

れていて新たな発見ができた。しかし自分の中

では，知識よりも生徒理解が大切だと思った」

といった意見が出され，教科による違いが見ら

れた。 

 　資質能力を高める方法については，「学び続

ける」と抽象的な表現が目立ったが，「日頃か

ら人との関わりを大切にする」，「生徒一人一人

をきちんと見つめる」，「向上心を持って生徒と

向き合う」，「常に様々な出来事に関心を持ち，

変化に対応できる知識を持つ」，「知識を詰め込

むだけでなく，グループ学習などを用いて学生

間で話し合い，その課題に対する深まりを大切

にする」，「常に自分の意志や考えをしっかり

持って行動する」，「教員としての自覚を強く持

ち，子どもから学び，ともに成長していこうと

いう姿勢を熱く持ち続ける」，「広い視野を持ち

謙虚である」，「ICTの活用と情報を見極める力

をつける」などを挙げる学生もいた。なかには

インターンシップや教育実習など教育制度につ

いてふれている学生もいた。 

 　授業で用いた2つの手法の利用場面について

も考えさせたが，KJ法については，英語の異

文化理解や教科書の内容整理，商業の商品開発

や経営，流通，情報ではインターネットやSNS

の利用で何に気をつけるべきかの話し合い，学

級をよくしていくための話し合い，クラス運営

で使えることが示された。ダイヤモンドランキ

ングについては，自分が政治を行う際重視する

点についての話し合い，ディベートの理由づけ，

英語の単元で使えると述べていた。 

 　第3回は，教職の意義，教員の役割，職務に

ついて講義を行い，教職の意義については資料

をもとに自分の考えを書かせた。 

 　教師の役割については，以下の3つの事例（次

頁）でロールプレイングを行い，とくに教師の

役割について話し合わせた後，個別に書かせた。

授業後の調査課題として，学校要覧（案内）を

入手し，その学校の学校目標と特色ある活動，

方法をまとめ，「自分がその学校の教員である

とすれば校務分掌上どこに配属されるか，なぜ

そう考えたか，自分に求められている能力は何

か」を考えさせた。 

 　教師の役割は（図5），事例1 ～ 3の学習の影

響を受け，「指導する」「問題解決に取り組む」

といった積極的な側面を上位に挙げ，「聴く」「見

守る」「受け止める」といった受容的な側面を

強調する学生は少なかった。なおこの内容は，

次の同僚や保護者との対人関係に関連付けた。 

 　配属されると予想される校務分掌については

（図6），保健体育の学生は，生徒指導を挙げる

者が多く，指導の厳しさが求められると捉えて

いる。情報の学生は，専門性を活かした事務や

情報システム関係を挙げ，社会科と英語の学生

は多様であった。進路指導を挙げた学生は，自

分の体験から生徒に寄り添うことができると述

べ，特別活動を挙げた学生は，部活動や生徒会

の自らの経験が活かせると述べていた。自分の

関心や適性に合った部署に配属されるかは分か

らないが，この演習を通して職務に対する意識

を高めることができた。 

 　第4回は，教師の使命と使命感，果たさなけ
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ればならない務め，使命感を維持させるために

どうすればよいかについて，「教師の在り方や

言動が児童生徒の将来を左右しかねない」，「保

護者や地域住民に対しても使命感にあふれた言

動や対応が取れるようにする」，「教育に対する

プロの眼で子どもの心にふれ，やる気と生きる

力の支えになる」，「次の時代を託す」といった

側面より解説し考えさせ，意見をまとめさせた。 

 　また教師の責任について，「責任をとる」と

は職や地位を辞職することだけでないことに気

づかせ，教員に課せられる注意義務について，

授業中・学校行事中・部活動中の事故で教員に

どのようなことが求められているかを解説した。 

 　 後に元校長の手記をもとに教育的愛情につ

図5　教師の役割（人：複数回答）

図6　採用時配属される校務分掌の予想（人）

【事例１】高校2年1組のＡは，部活動をして

いるが目立った活躍はしていないし成績も良

くない。帰宅が遅く，上級生に進められて喫

煙を初め，異性関係も良くない。保護者は，

息子の部活動を辞めさせ，受験勉強に専念さ

せたいと考えており，担任に状況を話した。

担任がそのことを本人に話してから，本人は

保護者と教師に反抗的となった。（学級担任，

部活動顧問，A，保護者，第三者）

【事例２】中学1年4組では，Ｂをめぐるいじ

めが深刻となっている。彼女はおとなしく学

校のことを家で話していない。父親は単身赴

任で県外に住み，母親は病弱である。彼女は

学級だけでなく，部活動でもいじめられてい

るが，両親に心配をかけたくないとの思いか

ら，いじめのことは誰にも話していない。し

かし，クラスメイトより，養護教諭に相談が

あった。（学級担任，部活動顧問，養護教諭，

Ｂ，クラスメイト，第三者）

【事例３】高校1年2組のCは，入学後，不登

校となった。Cは学校で学ぶ意欲は低く，何

か夢中になれることもない。両親は教育熱心

であるが，父親は母親に対して，「仕事が忙

しいんだ，お前がきちんと子どもの教育はし

ろ」という考えを持っている。担任も熱心に

家庭訪問をしているが，本人の気持ちをつか

めていない。クラスに特に親しい友達はいな

い。（学級担任，C，父親，母親，クラスメイ

ト，第三者）
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いて述べた点をまとめさせた。以下は，ある学

生の記述内容である。下線部分を記してほしい

と考えていたが，ほとんどの学生が書けていた。 

 「一人一人の欠点ではなく，持っているよ さ

に気づき ，子どもとの 出会いを大切にする 。

教師自身が本当の自分を出さなければ子ど

もは近づいてこない。学級の子ども 一人一

人と  1日1回は コミュニケーションをとる 努

力をし，話す機会をつくる。自分の不安な

心を抑え，子どもの気持ちを受け入れ，大

切にし，安心させる 心の広さ を持つ。ほめ，

認め，励ます中でやる気を育むことに重点

を置く。 生徒一人一人，時と状況に合わせ

て叱り方や褒め方を使い分ける 。」 

 3.3　 保護者や同僚との関係を築くためのロー

ルプレイとロールレタリング 

 　第5回は，教員集団の一員としての自覚と多

様な価値観や年齢の同僚との人間関係について

学習し，第6回は対人関係，とくに学級担任は

保護者からのクレームにどう対応するべきかを

考えさせた。同僚との関係については，教員文

化や教員集団の特質（同調性・独立性・分離性），

派閥とその働き，教師のタイプについて解説し，

個別に考えさせ，相手の教師の立場に立って考

える力を持つことの必要性に気づかせるため，

ロールレタリング（役割交換書簡法）を取り入

れて，以下の設定で文章を書かせた。 

 　小学校・中学校・高校時代の教師で，一

言申し上げたい教師，お礼を述べたい教師，

それぞれに手紙を書き，その手紙を受け取っ

た教師が返事をあなたに書くとしたら，ど

のような内容になるかを予想し返信の手紙

を書く（梨木，2013）。 

 　その結果（表6），お礼を言いたい教師の所

属は高等学校11人，中学校10人，小学校3人，

部活動顧問10人，担任8人であった。学生に

安心感を与え，道を示し，夢を与える教師は，

学生の目指す教師像に表れる。 

 　一方，一言申し上げたい教師は，高等学校

14人，教科担当8人，担任6人で，教師の態度

や指導方針などに不満がある。当該教師の性格

等を考慮して返信を書くのは難しかったようで

書けない学生もいた。改善する意志を示す内容

表6　ロールレタリングの実施結果

お
礼

批
判

学
校
種

小学校 3 2

中学校 10 5

高等学校 11 14

記述なし 8 11

所

　

属

担任 8 6

部顧問 10 4

教科担当 4 8

他 1 1

記述なし 9 13

内

　

容

夢を与えてくれた 5 　

道を示してくれた 3

知識や経験を与えてくれた 3

技術が向上した 3

安心感を与えてくれた 3

人間関係を支援 3

教師への魅力を示してくれた 2

厳しい指導 2

声掛け 2

相談・アドバイス 2

自己中心的、生徒の意見無視 　 6

指導方針 5

生徒と向き合わない 4

贔屓をする 3

授業がつまらない 2

指導が厳しすぎる 2

発言に問題がある 2

返
信
内
容

自分の非を認めるまで 7

改善する意思を示す 10

自分を正当化する 10
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表7　想定される保護者のクレームと対応

分類 班 事例 教師の対応

学習指導

1
ある生徒が母親に告げ，その母親が授業の邪

魔になる生徒はやめさせてほしいと主張した。

自分の軸を持ち対応する。相手の希望を受け入れ，

お互いがよい関係を持てるようにする。

2
母親の言われたとおりに問題集を解いて学校

に行ったら，教師に注意され，それを母親に

告げたら，後日母親がクレームをつけた。

お互いが話し合えば理解できるという気持ちを持つ。

理解できる点を増やしていく。平和的解決に持ち込

めたらいい。教師も軸をしっかり持って対応する。

3
受験に対して熱心な母親が，道徳や総合的な

学習の時間の不必要性を訴え，グループ学習

や考えさせる学習にも反対している。

知識をつなげる，自ら学ぶ，友達の意見を聞き入れ

て共感する，いろいろな角度で物事を考えることの

大切さを伝える。話し合いで解決できる考えを持つ。

4
わが子を有名大学に進学させたい母親が，異

文化理解の授業にクレームをつけた。

保護者の意見を聞き，やわらかく主張する。自分の

柱をしっかりもつ。参考にできるところは参考にす

る。話し合えば分かり合えるという考えを持つ。

5
学校の宿題が多く，子どもが勉強嫌いになり，

親の意見に反抗するようになった。

宿題の大切さを理解してもらい，親の協力を促す。

教師と親の教育観を近づけていく。肯定できるポイ

ントを見つけ共感する。

6
授業中の発問で答えられず立たされた。 教師の考えを正直に説明する。母親の意見も取り入

れて授業の改善をはかる。

生徒指導

7
体操服を忘れた生徒を指導したら，その後，

指導の仕方が厳しいとクレームをつけた。

母親の意見を尊重するが，自分の意思を伝える。平

等に接する。

8

生徒が授業中に携帯電話を操作していた。そ

れを教師が発見し生徒を叱る。生徒は家に帰っ

て母親に嘘の報告をし，母親は自分の子ども

が叱られて腹を立てる。

親の話や思いをよく聞き受け止める姿勢を持つ。そ

の上で，自分の教育方針をしっかり伝え，和解し，

協力し合う体制をつくる。

9
ピンポンダッシュをしたと思われる4人ぐら

いの子どもを注意したことに対し，親が自分

の子が本当にしたのかとクレームをつけた。

自分の意見は伝える。クラス全員の児童に対して注

意する。

進路指導 10
子どもは努力しないが進学の意識は高く，難

関校へ行きたい。しかし内申は低く，親が怒っ

ている。

平等に接していく。これから支援していくと伝える。

特別活動 11
修学旅行の班決めで生徒が不満を持っている

という電話があり，生徒の仲の良い生徒グルー

プに入れてほしいと言われた。

なぜ班に不満があるのかを生徒に聞く。親は生徒の

ことを一番に考えているので，その気持ちは理解し

ておく。

清掃活動 12
昼の掃除ができてなかったので放課後やり直

しをさせたことに対してクレームをつけた。

生徒に対して平等に接する。

給食指導 13
給食で出た嫌いな食べ物を休み時間中も無理

やり食べさせた。

指導の目的やその先をふまえた上で，保護者に伝え

る力が必要。

部活動 14

中学校の部活動でレギュラーになれない。

後の大会で試合にも出場できなかった。本人

は自分の役割をよく理解している。保護者か

ら電話がかかってくる。

正直な結果を伝えて勝ちにこだわっていることを伝

える。教師と生徒本人が共通理解する。

教師能力 15

教師が授業で生徒の名前を間違え，生徒に指

摘された。生徒はそのことを母親に告げ，母

親はそのような簡単なミスをする教師に子ど

もを預けたくないとクレームをつける。

向き合っているという姿勢。時と場合に合わす。自

分の持っている信念や教え方を曲げず，相手の意見

も受け入れる。話をよく聞いてよい関係を築く。
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と自分の指導を正当化する内容が多く，同数で

あった。とくに自分の指導を正当化する教師の

主張を取り上げた。 

 　保護者との関係では，教師と保護者の関係の

変化を年代ごとに説明し，子どもと保護者の関

係を「溺愛・偏愛型」，「過干渉・過支配型」，「放

任型」に分けて，それらの事例と対応の仕方に

ついて考えさせ，学級担任が保護者からクレー

ムを受ける原因として「教員の指導力不足」と

「指導に対する誤解」の側面から解説した。 

 　とくに「過干渉・過支配型」のタイプの母親

のクレームを受けた担任が対応する場面を想定

したストーリーを構想し，教師はどう対応すべ

きかを考えさせた。2 ～  3人のグループで話し

合いとロールプレイを行わせ，発表させた（表

7）。ストーリーは学習指導に関する内容が6つ

の班，生徒指導に関する内容が3つの班で多く，

教師の対応としては，保護者や生徒の意見をよ

く聞く意見が も多かったが，「自分の信念や

軸を持つ」，「伝える」という表現も目立った。 

 3.4　生徒理解・指導のための事例研究 

 　保護者や同僚との良好な対人関係を築くこと

は生徒理解・指導に欠かせない。教師一人で生

徒理解・指導はできないことを考えさせ，生徒

理解・指導は個と集団の2つのレベルを組み合

わせて行う必要があることを確認させた。 

 　第7回は，生徒理解と生徒指導について，3

つの事例を挙げ， 初に自分の意見を書かせ，

それをもとに4人グループで話し合わせ，授業

者が生徒の心理や保護者の気持ちについて説明

を加えた後， 後に事例を通して，生徒理解と

対応についてどのような考えを持つようになっ

たかを個別に書かせた。授業後の調査課題とし

て，現場の教員が保護者や生徒の対応で苦労・

工夫されていることをまとめさせ，お世話に

なった先生や知り合いに直接うかがってもよい

し，インターネットで調べてもよいとした。 

 　【事例1】について，個々の学生の意見とグ

ループの意見の対応を見ると，まんべんなく取

り入れている班（E）と，特定の学生の意見が

強く表れる班（H），討議の中で新たに提案を

【事例１】あなたが担任なら，この保護者と生

徒に対してどう対応しますか。

  新年度を迎え，新しいクラスと学級担任の

発表があった。その日の夕方，保護者から次

のような電話があった。「うちの子どもが，担

任の先生が嫌いなので学校に行きたくないと

言っている。親として他の理由が思い当たら

ないので，不登校になる前に担任を交代させ

るか，それとも子どものクラスを変えてほし

い。もし，うちの子どもが不登校になったら，

あなたに責任をとってもらう。」

【事例２】あなたが担任なら，この保護者と生

徒に対してどう対応しますか。　　

  母親から，以下のような手紙が届いた。「昨日，

娘が学校から帰ってきたとき，何となくいつ

もと様子が違った感じがしたので，『何かあっ

たの？』と聞くと，『いじめ』と一言つぶやい

た。よく聞いてみると，以前から似たような

ことが続いていたことが分かった。娘に『先

生には絶対に言わないで』と言われたのだが，

今後学級で二度とこのようなことがないよう

にしてほしいと思い，娘に内緒で手紙を書い

た。今日は休むと言っているので，休ませたい。」

【事例３】あなたが担任ならどう対応しますか。

  Ｍは，中学1年生時，特に問題行動もなく，

あまり目立たない生徒であった。しかし，2

年生の1学期中頃になると，反抗的な態度を

見せるようになった。担任に対して反抗的で，

挑発的な暴言を吐くことが度々あった。母親

に度々電話をして，家庭での指導を依頼した。

しかし，その後も彼の態度は変わらなかった。

ある日，暴言を吐いたので注意したところ，

突然窓ガラスを割り，そのまま教室を出て行っ

てしまった。
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見出し付加したものが多い班（M）が見られた

（表8）。他の班も含め全体を見ると，変更でき

ないことを前提として，保護者の言い分や本人

の気持ちを理解しようとする対応が多く見られ

た。なぜ変更できないのか，それをどう理解し

てもらうのか，担任として本人をどう受け止め

対応していくのかを説明できなければならない

が，すべてを踏まえて述べられている班は見ら

れなかった。 

 　【事例2】については，母からの連絡で本人

は教員に事実を知られたくないと思っていると

しても，学生は問題解決のために保護者と本人，

学級に何らかの形で働きかける必要があると考

えているが（図7），同僚や上司に対しての働

きかけが弱い。いじめの対応として，担任がど

のような考えを持ち，本人や保護者，クラス（加

表8　個別意見と班意見の対応【事例1】

【個々の学生の考え】 【グループの考え】

Ａ ☆生徒の気持ちを聞き，生徒の考えを受け止める。

Ｅ

○担任が嫌な理由を保護者から聞

く。

☆生徒の気持ちを聞いて受け止め

る。

◇他の原因を究明する。

●クラス替えできないと伝える。

Ｂ
○担任が嫌いな理由を保護者に聞いてもらう。

●クラス替えはできないことを伝える。

Ｃ

　担任が嫌いな理由を生徒から聞き改善する姿勢を見

せる。

◇他の理由がないかを生徒から聞く。

●保護者にはクラスを変えることはできないと伝える。

  上司に報告し場合によっては三者面談や家庭訪問を

する。

Ｄ

　担任が嫌いな理由を生徒から聞き，話し合い，努力

する。

◇他の理由がないかを保護者から聞く。

　他の教員に相談する。

Ｆ ◆生徒の言い分を聞く。

Ｈ

○保護者から生徒の言い分を聞く。

☆本人の言い分を聞く。

　嫌ってばかりでは克服できない

という。

●担任の変更はできないという。

　他の教員に相談する。

Ｇ

○嫌な理由を保護者から聞く。

☆生徒と直接話す。

●保護者に対して教師の変更はできないことを伝える。

　うまくいかない場合は学校で相談する。

　自分ができることはきちんとしていく。

　意見を真摯に受け止め，次につなげていく。

Ｉ
●担任を変えることはできない。

　他の子が心配したり不思議だと思うのでできない。

Ｍ

　保護者に本人と話してもらう。

　学校に来られるようにする。

　クラスの様子を再確認する。

　本人の様子を見て対応する。Ｊ
○保護者と面談し話し合う。

☆子どもと話し合う。

Ｋ
●担任を変えることはできない理由を伝える。

◇他に理由がないかを聞く。

Ｌ ○保護者から担任が嫌いな理由を聞く。
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害者を含む），他教員に対して働きかけるべき

かを， 初に個別で考え，次にグループで話し

合わせた（図8）。担任としては状況を把握し，

秘密にして目立たないように動き，被害者に対

してはコミュニケーションをとりながら観察し

ていく対応が も多く，保護者に対して生徒と

の連絡の窓口として協力してもらうことを考え

ている。クラスの生徒に対しては，この問題を

直接・間接的に取り上げ考えさせようとしてい

る。本人とクラスの生徒に対する指導のバラン

スと適切な集団指導についての学習が十分にで

きなかった。 も回答の少なかった他教員に対

しては周知・協力してもらうことを考え，相談

相手として考えている学生は少なかった。この

日二度目の話し合いであったが，E班とH班は

グループでの話し合いで新提案を生み出す一

表9　個別意見と班意見の対応【事例2】

　【個々の学生の考え】 【グループの考え】

Ａ 　職員会議とアンケートを実施する。

Ｅ

◆教員全体に報告する。

　他の教師から意見を聞く。

☆保健室でもいいから登校させる。

○内密にして保護者からの状況を聞く。

　学校での様子を保護者に伝える。

★生徒から情報を聞き出す。

Ｂ
　学校全体で取り組む。

☆クラス登校が難しければ保健室登校。

Ｃ
◆学校に報告する。

○秘密にする。

Ｄ

○保護者に連絡してもらう。

◆他の教職員に相談する。

　現状を把握する。

★両者の意見を十分に理解する。

Ｆ

　保護者と協力する。

○保護者に聞く。

　いじめていた生徒を呼び出し注意する。

●生徒に協力してもらう。 Ｈ

　原因を突き止める。

　目立たないように解決していく。

◎学年や学校全体で対処する。

○保護者に聞く。

●仲の良い友達に協力してもらう。

Ｇ

　保護者に様子を見てもらう。

　実態を調査する。

◎学年や学校全体で対応する。

Ｉ
　本人から話を聞く。

クラスの生徒に聞く。

Ｍ

○保護者に連絡する，話し合う。

☆保健室登校させる。

Ｊ

○保護者と話し合う。

　クラスで話し合う。

☆保健室でもいいから来てもらう。

　本人から聞き取る。

Ｋ

　本人の様子を観察する。

○保護者と面談する。

　クラスの様子を確認する。

Ｌ

○保護者に謝罪，よく聞く。

　保護者と連絡を取り合う。

　いじめの理由を把握する　
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図7　【事例2】働きかける対象（人） 図9　【事例3】働きかける対象（人）

図8　【事例2】いじめの対応（1人の記述は除く）

図10　【事例3】暴力的行為の対応（1人の記述は除く）
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方，M班は個人の意見を集約し，考えを広げ

深めるに至らなかった（表9）。 

 　【事例3】については，学校内で起こった暴

力的行為であるため，学生全員が本人に対して

の指導が必要と考え，担任との関係がよくない，

生徒の追跡と残りの生徒の指導などから，生徒

指導や学年部など他教員への働きかけを必要と

している（図9）。この事例についても， 初

は個人で考え，その後グループで話し合わせた。

担任としては原因解明と自分自身の振り返りを

行い，生徒本人の気持ちを理解して話し合うと

ともに保護者に対して報告することを求めてい

る（図10）。同室にいたクラスの生徒に対する

働きかけは弱かったが，それは本件を生徒個人

の問題として捉えたためであろう。本時三度目

の話し合いであったが，E班は個々の学生の意

見をもとに班としての意見をまとめることを一

貫して行い，H班は話し合いごとに付加する内

表10　個別意見と班意見の対応【事例3】

【個々の学生の考え】 【グループの考え】

Ａ
○本人に直接聞く。

◇保護者に伝え家庭での様子を聞く。　

Ｅ

○向き合い 近のことを聞く。

◇保護者に伝える。

□ベテラン教師に相談する。

○連れ戻し話して原因を明らかにする。

☆他の教職員に協力してもらう。

Ｂ
○話を聞き理由を明らかにする。

　別室などで落ちつかせる。

Ｃ

○本人と話し合う。

　友達に 近の様子を聞く。

◇保護者に連絡し家庭訪問を行う。

□ベテラン教師に相談する。

Ｄ

○生徒と話し理由を明らかにする。

　教室に戻して授業を受けさせる。

☆他の教員の協力を得る。　

Ｆ 　様子を見る。

Ｈ

　言い分を聞く。

　他の教員にも聞いてみる。

　三者面談を行う。

◇家での様子を聞く。

★接し方を変えてみる。

　他の教員の協力を得る。

Ｇ

　反抗的・挑発的な暴言は注意する。

★個人的に伝える工夫をする。

◇保護者には本人の変化を聞く。

Ｉ
○本人から話を聞く。

☆複数の教員で対応する。

Ｍ

○落ち着かせ話を聞く。

◇保護者に連絡する。

☆複数の教員で対応する。

■面談を行う。

　自分も改善する。Ｊ

◇授業後家庭訪問し事情を話す。

　第三者と本人で話し合う。

　原因を明らかにする。

■三者面談を行う。

Ｋ
　窓ガラスを割ったことを指導する。

■三者面談を行う。

Ｌ

☆他の教員の協力を得る。

◇親に伝える。

　他の教員に相談する。
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容が増えていったが，M班はこの事例ではメ

ンバーの意見を取り入れているが，テーマによ

りばらつきが見られた（表10）。

　生徒指導・相談は個々の生徒のニーズを踏ま

えて行うため，異なる立場の生徒指導教員や学

年主任，養護教諭，スクールカウンセラーなど

の協力・助言・指導を仰ぎ，他教員や上司への

報告・相談が必要となる。また，対応としては，

早急に行わなければならないことと，時間をか

けて取り組むべきものがある。授業後の感想で

その点を述べた学生がいた。 

　 「自分一人では抱え込まず，協力要請は必

ず行う。今しなければいけないことと，今

後の方針を区別して考えなければならない。

相手と自分の両者を敬うこと，時には押し

たり引いたりしなければうまく話し合いは

進まない。」 

 　授業後，学校現場の教員が保護者や生徒の対

応で苦労・工夫されていることを具体的にまと

める調査課題を出した。ほとんどの学生はイン

ターネットを利用していた。この内容は講義で

表11　学校現場の教員の工夫

生徒指導上の工夫 保護者との関係における工夫

【心構え・務め】

正しいルールや敬語を示す。生徒との対応ではメリハリをつ

ける。自分の心に余裕を持つ。些細なことでもきちんと対応

する。リーダーシップを発揮する。明るく爽やかに簡潔に話す。

言葉遣いや態度に気を付ける，大人の見本になるよう心掛け

る。毅然とした態度。冷静さと丁寧さ。公平に見る。状況に

応じて何をすべきかを明確にする。安心感を与える。生徒と

の距離感や接し方，生徒の反応の観察や会話の工夫，試行錯

誤を重ねて努力する。

【よく聞く・自分の思いを伝える】

後まで丁寧に聞く。傾聴・共感する。話をよく聞きす

ぐに反論しない，直接会って顔を見て話す。教師の人間

性を知ってもらう。子どもの成長を願う気持ちは同じで

あることをを示す。苦情や訴えは受ける。駆け込み寺の

ようなメールアドレスを示し早く返信する。毎日2人の

親に電話をかける。感謝の気持ちを持つ。保護者の気持

ちを受け止める際，家族の生活の様子，親の仕事や子育

て，家庭での子どもの様子にまで目配りする必要がある。

不快な思いをさせたことを詫びる。表情やトーン，言葉

選び。保護者の思いを尊重しする。

【コミュニケーション】

クラスの生徒と1日1回は会話をする。教師が積極的に声掛け

する。意見をしっかり聞く。謙虚に接する。

【意見と協力を求める】

学年や学級の経営方針や指導方法を伝える。子ども観や

教育観を伝える。個々の保護者に対しては受け止める姿

勢。ともに悩む。保護者会や懇談会で意見と協力を求め

る。具体的な提案を行い約束を履行する。子どもの良い

ところをきちんと評価する。学級通信，連絡帳，電話，

学校行事を利用する。話し合うことで理解しあえるとい

う気持ちをもつ。

【生徒の状況の把握】

交換ノート，生活記録，健康観察シートを書かせ，生徒の心

情の変化や実態を把握する。朝の会で一人一人の顔を見る。

【記録・整理】

事実の整理と確認をする。相手の要望等の趣旨をつかむ。

詳細に正確に記録を残す。

【問題への対応】

原因と解決策を考える。被害者の生徒の言葉を鵜呑みにしな

い。加害者の生徒の話にも耳を傾ける。怒鳴ったり威圧した

りしない。相手に悪いことをしたと気付かせる。相談を受け

る際は落ち着いて話ができる場所を選ぶ。子どもの相談や訴

えを鵜呑みにしない。言葉を選ぶ。誠意を持つ。子どもの立

場で考える。

【対応】

速やかに対応する。管理職や他の教員に報告・相談・指導・

指示を受ける。学校の立場や事情を説明し理解・協力を

促す。厄介な要求や苦情は複数で対応する。学級通信を

発行する。保護者会を開く。問題や状況によって，スクー

ルカウンセラーが定期的に保護者と面談，相談，様子を

参観，話し合う。誠意あるかつ毅然とした対応が必要と

なる。関係機関等との連携で保護者の不安を除く。担任

が説得し保護者が落ち着くこともある。

【生徒の居場所づくり】

思いを遠慮なく発言でき素直に行動できるよう，生徒を認め，

責めない態度や思いやりを示す。子どもの思いを受け止める。

褒めること・叱ること。

【問題行動，成績不振，不登校など】未然防止，早期発見，早

期対応，状況を周知，全教員が協力する。相談しやすい環境

をつくる。道徳の時間を有効活用する。相談室など落ち着い

て話せる場所で話す。時間を決めて相談に応じる。話を真剣

に聞く。昼食や掃除，休み時間を一緒に過ごす。他の教員の

指導方法を参考にする。クラスの生徒に協力を求め，本人の

努力を認める。頑張れという言葉は時に生徒を追い詰める。
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活かすことはできなかったが，学校現場の様子

を知る手がかりとなる（表11）。 

 　生徒指導上の工夫としては，心構えと務め，

コミュニケーション，生徒の状況の把握といっ

た日頃の対応・指導と問題への対応に区分でき

る。保護者との関係においては，よく聞き，意

見と協力を求め，速やかに対応することが述べ

られている。学校現場の指導と授業で学生が想

定する考えの一致と相違に気づかせ，具体的に

掘り下げて追究することが課題となった。生徒

指導上の工夫では，生徒の状況の把握，保護者

との関係における工夫では，記録整理といった

実務的対応が学生の意見としては少なかった。 

 　第8回は，教職課程では「介護等体験」でし

かふれない「特別支援教育」について，「一人

ひとりを大切にする教育」は障がいの有無に関

わらず必要なことであるという視点から，特別

支援教育とその意義，動向，教育の方法につい

て解説し，障がいのある生徒にどう対応するか

を具体的事例から個別・班単位で考え，授業後

の調査課題として，ある特別支援学校の特色と

指導上参考にしたいことをまとめさせた。指導

上参考にしたいことは，生徒指導・人間関係・

指導方法に分類でき（表12），とくに学生は，

自立と協働を行う指導方法に着目していた。 

 3.5　学級経営案と学級通信レポート作成 

 　第10回は学級経営についての演習で，まず

印象に残る学級活動やホームルーム活動につい

て，その学年と行った学級活動やホームルーム

活動について印象に残った点（表13）と，教

育実習で行った内容，学年と内容，感想を書か

せた（表14）。 

 　自らの体験では，体育大会種目決め，文化祭

の出し物決め，修学旅行の班編成や班別行動の

内容，席替えなど「決めごと」が多く，高校3

年と中学3年に多く見られた。「印象に残った

学級活動はない」と回答した学生もいた。他に，

ディベート，学級旗製作，ゲーム，昼食会，奉

表12　特別支援教育における指導上参考点

生
徒
理
解

一人一人の能力を知る

子どもをよく観察し理解する

子どもの気持ちになって考える

家庭や関係諸機関と連携を深める

教師同士連絡を取り合う

人
間
関
係

よいところを見つけお互いに尊敬しあう

温かい愛情のある環境づくりを行う

子どもとの信頼関係を築く　

心と心の交流を行う

保護者とのつながりを大切にする　

指
導
方
法

褒め楽しませる

困難を克服する力を身に付けることに重
点をおく

自信を持たせる

苦手なことを少しでもできるよう支援す
る
すぐに答えを求めない

基本的な生活習慣を大切にする

見守ることもしながら手を差し伸べる

子どものキャリアプランをしっかり考え
る

個性を大切にする

個別の教育支援計画，支援方法　

ダメなときはきちんと叱る

一人一人に合わせた声掛けをする

自主性を育てる

日常生活の指導をしっかりする

卒業後の自立・社会参加を目指した指導
を行う

作業を通して理解させる

作業や行事を通して自主性と感性を養う

自分の力を発揮し活躍する機会を増やす

社会で生きていく力を身に付けさせる

仲間と活動する

近隣の学校との共同学習や地域の人々と
の交流を行う

複数の教員で授業を組み立てる

様々な教具の使い方を知る

情報機器の操作できることを増やす
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仕活動，10年後の自分への手紙を書く，クラ

ス目標を考えるなど多様な取組みが出された。 

 　教育実習では，高1と高2が多く，学校行事

の決めごとや練習・準備が多いが，学級で独自

に行う活動に関わった学生もいた。 

 　次に学級経営案を作成させ，グループ内で発

表，相互にコメントさせた。学級経営案にもり

こむ内容として，学校教育目標，学年教育目標，

学級教育目標，学級の実態，学級経営の重点，

学級開きのねらいと内容，委員会・係活動，教

室内の環境づくり，保護者との連携，学年経営

との関連，学級事務があることを説明し，所定

の様式に記入させた。学級教育目標とクラス開

きの初日に生徒（入学式の設定であれば保護者

も含む）の前でどのようなことを述べるかをみ

ると（表15），教師主導・指導的内容と生徒主体・

支援的内容に分けることができ，前者がやや多

い。とくに下線部を掘り下げる必要がある。 

 　授業後，ある学校の学級通信を入手し，担任

の考えや工夫をまとめる調査課題を出した（表

16）。学校現場では，児童生徒や保護者との良

好な人間関係を構築するために学級通信が利用

されている。授業では，話し言葉だけでなく，

文字による意思伝達も必要で，学級通信は学級

経営の手法の一つとなり得ることを読み取らせ

ようとした。 

 3.6　学習指導力を養うための模擬授業 

 　各教科の教科教育法指導者が本科目を担当し

ていれば，該当教科の授業分析を行い，学習指

導力を高める授業を実施できる。また教員養成

表13　印象に残った学級活動

学年

活動内容

体
育
大
会

文
化
祭

修
学
旅
行

進
路

席
替
え

委
員
決
め

他

高3 1 2 　 　 　 　 5

高2 　 1 1 1 1 　 1

高1 　 2 　 　 1 　 　

中3 2 2 　 　 2 　 2

中2 　 　 1 　 　 　 2

？ 6 9 　 2 3 1 6

計 9 16 2 3 7 1 16

表14　教育実習中の学級活動

学年 活動内容

高3
自己紹介と自分の大学生活，お別れ

会

高2

進路，文化祭の出し物決め，合唱祭

の練習，高校時代と大学生活，文化

祭の計画，朝と帰りのSHRの司会進

行，修学旅行のバス席決めと自由行

動の計画

高1

朝と帰りのST，自分の高校時代，性

格検査，学校行事準備，文化祭の出

し物や店の名前決め，ごみの分別不

十分の注意，体育祭激励，文化祭出

し物決め，自分への質問を紙に書い

てもらいその質問に回答

中3 修学旅行の研修計画

中2

バスレクリエーションとキャンプ

ファイヤーで何をするか，どんなク

ラスにしたいかについての話し合い

中1

宿泊行事で時間行動ができるための

話し合い，体育大会種目決め，遠足

の発表，お別れ会

高1
学年集会，文化祭の説明，班学習の

班編成と話し合い

？

職業体験に向けて自分の興味ある職業

を調べまとめ，文化祭出し物，クラス

内で起きた問題についての話し合い，

体育祭で踊るダンスの練習，クラスの

出し物の練習，お別れ会，レクリエー

ション，席替え，歌やダンス
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系学部であれば，教員志望者が多いため，教員

採用試験後もモチベーションを維持できる。教

育実習後，「なぜ模擬授業を行うのか」という

学生の問いに対し，教科の専門的視点を深める

ことと，生徒理解・指導，対人関係，学級経営

の知識や技能を踏まえて学習指導を行うことの

必要性を再認識することに模擬授業実施の意義

があると考える。本授業では，教科の専門的視

点の深化に特化できないため，後者の面から教

科横断的な「総合的な学習の時間」を取り上げ

ることとした。「総合的な学習の時間」を取り

上げた理由として，本科目の指導を授業科目で

体系的に学んでいない，中学校・高等学校教員

免許取得者すべてが担当する可能性のある科目

表15　クラス開きの所信表明

【教師主導・指導的】 【生徒主体・支援的】

高校生になったことの意味，責任が大きくなる，

集団活動の大切さ。

全員とよい1年にしたい。勉強だけでなく部活動

や行事にも積極的に参加していこう。

目標と1年後どういう姿になっていくかを話す。 1年間充実したものにしていこう。

学年目標を伝える。 40人＋1人（教師）は仲間だと伝える。

入学おめでとう，遅刻欠席のないよう体調に気を

つける，書類や提出物は早めに。

進級進学おめでとうと伝え，生徒に自己紹介をし

てもらいそれぞれの特徴やイメージを持つ。

入学おめでとうと伝え担任の想いを語る。 入学のお祝い，クラス全員でやり遂げる。

いろいろ話していい空気をつくる，生徒に見本を

見せる，目標やどうなりたいか。

楽しいこともあればつらいこともある，みんなで

乗り越えていけるよう頑張ろう。

自分の目指すクラス像。
入学祝い，一緒にみんなで目標に向かって頑張っ

ていこう。

入学祝いの言葉かけ，保護者に対して抱負・意気

込み，自分の学校生活。

新しいクラスをどう築いていくかは生徒自身，そ

のための手助けなら全力を尽くして対応する。

毎日学校に来れば必ず何か楽しいことが起こる，

それを信じてほしい。

明るく元気よくこの学年が終わるときにこのクラ

スで過ごせてよかったと思えるようにしていこう。

祝いの言葉，どういうクラスにしたいのかを伝え

る，困ったことがあれば何でも相談してと受け入

れの意志を述べる。

1年間共に過ごす仲間を大切に，1年後自分はど

う変わっているかを想像しどうしていきたいかを

考えてほしい。

自分から動けるような教育をしたい，自己紹介さ

せる。

新たな学年のスタートに元気ややる気を注いで素

晴らしい1年にしよう。

祝いの言葉，生徒の自主性を育み，思いやりのあ

る指導をしていく。

新しい環境，新しい仲間と一緒に頑張ろう，皆が

気づいて考えて実行すればクラスや学校生活は楽

しくなる。皆の力には無限の可能性がある。

保護者への祝いの言葉，指導方針。
祝いの言葉，1年間共に学び成長していこう，そ

のためのサポートを精一杯していく。

毎日頑張ろう，こんなクラスにしたい。 　

今年度予定されている行事，休み中どう過ごした

か。
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である，それぞれの科目の内容や方法が活かせ

る，学部や教科を超えて協働で取り組む活動

（TT）の経験は今後重要だと考えられる，今後

の教育改革に対応する力を養えることが挙げら

れる。 

 　第11回は「総合的な学習の時間」について，

自らの体験（表17）を振り返り，どのような

イメージ（表18）を持っているかを共有する

こととした。学生の意見としては，「総合的な

学習の時間」は，「生徒に興味関心を持たせ，

自主的に活動させる」，「教科の内容を補う・関

連付ける」ものとみている者もいるが，個人差

が大きく，イメージをあまり持たない学生ばか

表16　学級通信における担任の思い

【担任の思い】

　「対生徒」

読書や思いやりの大切さ，関心を引き付ける，どんな気持ちになってほしいか，言葉を大事にする，

生徒がクラスの一員であることを認識する，努力することの尊さや夢をかなえることの美しさ，激励，

子どもとつながる，子ども同士をつなぐ。

　「対保護者」

関心を引き付ける，教員の方向性をつかめる，担任の先生以外にも相談できることを示し保護者に安

心感をもってもらう，生徒や保護者とのよい人間関係を築くには教員の自己開示が必要である，共通

理解を図る，つながる。

「学級経営」

学級経営に位置づける，クラスの気持ちが一つになる，クラスづくりのアイテムとなる。

【担任の工夫】

　「タイトル・構成」

願いを込める，担任の考えや思いが伝わるようにする，ストーリー性のある話で関心を引き付ける。

　「内容」

社会との接点や時事ネタ，保護者会で出てきた意見，知識・雑学のコーナー，担任が読んだ本や生徒

が読んだ本の紹介，各生徒の思っていることをクラスで共有する，誕生月の人を祝う，いいこと9割，

悪いこと1割，子どもたちが何を感じ何を学びどう変わっているか，行事予定・情報提供・子どもの

活躍，生徒の本音を載せる，挨拶・出来事・思い・お礼・どうしていきたいか・これからのこと，愛

情いっぱいのメッセージを形にする，いいところや頑張りを評価，常にアンテナを張り巡らしネタの

発見・取材を心がけメモに残す，記録に残したい・家の人にも知ってもらいたいことを文章にする。

　「分かりやすさ」

誰が見ても分かりやすい，興味を引きやすい，保護者や家族にも伝わりやすい内容である。

　「タイミング」

要点を押さえた話題をタイミングよく記事にする， 初の学級通信で心をつかむ。

表17　総合的な学習の時間の体験

1．自らの体験

　水質調査，地域の歴史・文化，レクリエー

ション，職業・福祉体験，瀬戸焼物づくり体験，

フェアトレード，職業調べ，防災施設見学の

下調べ，交通安全・健康，調べ学習，グルー

プ学習。

2．教育実習での体験

　合宿で各自調べたことを発表，過去の自分

とこれからの自分・修学旅行の調べ学習・文

化祭や宿泊訓練の準備・自分はどういう人間

なのか，興味ある分野を調べ発表・野外学習

の計画・作品づくり・自らの進路体験談を語

る・レクリエーションやクラス出し物の準備。
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表18　総合的な学習の時間のイメージと班編成

生徒指向 学習方法指向 教科指向 グループ

自由

楽しさ

興味

関心

自主性

主体性

課題

問題

活動

体験

集団

学習

調べ

学習
発表 成長 社会 補完

教科

関連
内容 教科

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 1環境 社会

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 1環境 英語

　 　 ○ ○ ○ ○ 　 ○ 　 　 　 　 2歴史 商業

　 ○ ○ 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 2歴史 社会

　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2歴史 英語

　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 3福祉 保体

　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3福祉 情報

　 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 　 ○ 　 　 3福祉 英語

　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 4保健 保体

○ ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4保健 英語

　 　 ○ 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 4保健 英語

　 ○ ○ ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 5防災 商業

　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 5防災 社会

　 　 ○ 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 5防災 英語

　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6国際 保体

○ ○ ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6国際 英語

　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7環境 保体

　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7環境 保体

　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7環境 社会

　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 8保健 保体

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 8保健 保体

　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 8保健 保体

　 ○ ○ 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 9防災 保体

　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9防災 社会

　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9防災 英語

　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10国際 商業

　 　 　 　 ★ 　 　 　 　 　 　 　 11進路 社会

　 　 　 　 　 ★ 　 　 ★ 　 　 　 11進路 英語

　 　 　 　 　 　 　 　 ★ 　 　 　 11進路 英語

○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 12生命 英語

　 　 　 　 ○ ○ 　 　 ○ 　 　 　 12生命 英語

　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 12生命 英語
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りでグループをつくった場合は，単元計画の作

成や模擬授業を行うのは困難であると考えた。

後で事例として提示する「進路」グループは，

イメージが持てない学生がいたが，1年単位で

生徒の成長をみている学生もいた。 

 　授業の 初に，「総合的な学習の時間」の目標・

内容・方法を『学習指導要領解説』にもとづき

解説し，インターネットや公開授業の資料等を

もとに単元計画や学習指導案の特色と作成方法

について解説した。 

 　第12回は各自の興味関心と異教科・学部の

学生が活動できるよう編成した班で，前回授業

後に調査課題とした単元計画と学習指導案に関

する資料収集で持参した資料を参考とし，話し

合って単元計画を作成させた。

　単元計画は，具体性や体験・活動を取り入れ

ている点で工夫していたが，指導方法や学習内

容，評価の点で課題となった（表19，単元計

画の評価は模擬授業実施時に模擬授業の評価と

合わせて行った）。 

 　第13回と第14回は各班の模擬授業（25分（単

元計画の説明時間を含む））を行い，各学生に

はコメントシートに，各班の単元計画と模擬授

業についてよい点と改善点を記述させた。模擬

授業では興味関心を持たせ，参加させる点では

工夫していたが（表20），授業者の説明指示，

支援や指導の仕方，学習方法，発展性という点

では課題を残した。改善点を各班で振り返り，

指示の仕方，導入の工夫，授業者の共通理解，

グループ活動の進め方，発表の仕方，生徒の発

言や意見のまとめ方（広げ深めることを含む），

ワークシートと提示資料，授業者の役割分担に

ついて話し合わせた。 

 　単元計画作成では，単元名，単元目標，単元

表19　学生による各班の単元計画の評価

構成・
展開 具体性 内容 方法 体験・

活動 共有 評価 ○ ×

福祉 ○ ○ 　 × ○ ○ ○ 5 1

国際 　 ○ ○× 　 ○ ○ ○× 5 2

防災 ○× 　 ○ × ○ ○ × 4 3

歴史 ○× ○ ○ × ○ 　 ○× 5 3

保健 ○ ○ × 　 ○× 　 × 3 3

環境1 × × × × ○× 　 × 1 6

環境2 ○ ○ × 　 ○× × 　 3 3

保健 ○× 　 ○× × ○ ○ ○ 5 3

進路 ○ ○ ○× 　 ○ 　 　 4 1

国際 　 ○ ○ 　 ○ 　 　 3 0

防災 ○ ○ 　 　 ○ × 　 3 1

生命 　 ○ ○ 　 ○ 　 　 3 0

○ 8 9 7 0 12 4 4 　 　

× 4 1 6 5 3 2 5 　 　
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で育てようとする資質・能力・態度，単元で学

ぶ内容，学習活動，評価方法，時間配分につい

ての記述を指示し，模擬授業を始める前に簡単

に説明させた。学生が作成したものを表21と

して示す。 

 　この単元計画に対する学生の評価は以下の通

りである。なお，学生の評価は第15回の振り

返りの前に公表し，指導教員からもコメントし

た。 

 　「見やすい，流れがよい，具体的，自己を深

く考えさせ社会でどう貢献するかを考えさせて

いるところがよい，分かりやすい，生徒が活動

する機会が多い，職場体験学習前後の内容がよ

い，各教科の特色を活かそうとしているが偏っ

ていないか。」 

 　また，この模擬授業に対する学生の評価は以

下の通りである。 

 　「新しい自分を知ることができて楽しかっ

た，声の大きさやプリントのデザインがよ

く適切な説明だった，コミュニケーション

が取れる，クラスの団結が一層深まった，

自分と他人のよいところを書かせているの

がよい，指示が的確で机間巡視が行われて

いた，生徒のペースをよく見ていた，生徒

を動かす活動ができていた，役割分担がで

きていた。」 

 　さらに，当該グループの学生は以下の点につ

いて話し合った。 

 　「時間配分，発達段階に応じた学習活動か，

作業活動をやりたくない生徒に対してどう

指導するか，生徒のコメント整理の仕方」。

 　各班は指摘事項を含め，成果と課題を振り

返った。

 3.7　授業評価 

 　第15回では，模擬授業と本科目の振り返り

を行った。本学の授業評価アンケート（12月

実施），「履修カルテ」の自己評価，本授業の感

想から，成果と課題について述べてみたい。 

 　まず授業評価アンケートの結果は，自己評価・

自己反省の値が低い（図11）。これは，「授業

の 初に，本科目は教員としての適性や能力を

表20　学生による模擬授業評価

　
意欲

喚起

参加

型
板書

分か

りや

すさ

説明

指示

支援・

指導

役割

分担
応答

机間

巡視
方法 資料

汎用

性
導入

話し

方
○ ×

福祉 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × 　 　 　 　 6 4

国際 ○ 　 　 　 　 × 　 　 　 ○× ○× 　 　 　 3 2

防災 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 ○ ○× × 　 　 3 2

歴史 　 ○ ○ ○ 　 ○ × 　 ○ ○× ○ × × × 7 5

保健 ○ ○ 　 ○ × × 　 ○ 　 ○× 　 　 　 　 4 3

環境 × ○ 　 × × ○× × × ○ ○× ○× × × 　 4 10

環境 ○ 　 　 　 ○× ○× × 　 　 ○× 　 × 　 × 4 6

保健 ○ ○ ○ ○ 　 × ○ ○ 　 ○× ○ 　 　 × 7 3

進路 ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ 12 0

国際 ○ ○ 　 　 　 ○ 　 ○ 　 ○ ○ 　 　 　 6 0

防災 　 ○ ○ ○ ○× ○ ○ 　 　 ○ 　 　 　 　 7 1

生命 　 　 × 　 　 ○ 　 　 　 ○ 　 　 ○ × 3 2

○ 7 8 4 7 3 7 4 5 3 11 7 1 1 1 　 　

× 1 0 1 1 6 6 3 1 1 7 3 4 2 4 　 　
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表21　単元計画の一例

受講生が作成した単元計画の一部

「進路」

1．単元名（中学校 第2学年20時間完了） “What is your Future Job??” ～職場体験活動を通して～

2．単元の目標

　　職場体験活動を通して望ましい職業観を育てるとともに，探求活動の中で自分自身の良さや職業への適正に気づき，

自己の生き方や社会に対する課題を見つけて解決しようとする力を育てる。

3．単元で育てようとする資質・能力・態度

　【学習方法に関すること】

　　　自らの考えに基づき主体的に情報を整理・分析する。必要な情報を選択し課題を設定する。相手や目的，意図に応

じて手際よく理論的に表現する。

　【自分自身に関すること】

　　　自己の反省の中での気付きを自身の伸長につなげることができる。主体的に課題や改善点を見つけその解決に向け

て日常的に実践する。他者や社会のことを考え自分ができることを考えて実行することができる。

　【他者や社会とのかかわりに関すること】　

　　　異なる意見や他者の考えを受け入れ，自分の考えを広めたり深めようとする。他の人と協力して活動することがで

きる。人との繋がりの重要性を理解しよりよい人間関係を作ることができる。

4．単元で学ぶ内容

　　職場体験という社会活動や多様な情報の分析と探究活動，まとめや発表の機会を通して以下の内容を学ぶ。

　　　・働くことへの理解を深め自己の進路について考える。

　　　・情報収集をする中で社会における適切なマナーやスキルを身に付ける。

　　　・職場体験を通して主体的に活動することや見通しを持った行動の重要性を学ぶ。

　　　・身に付けた知識や自分の考えを，相手に分かりやすく発表するための方法と技能を身につける。

5．単元計画

　 学　習　活　動 評　価　方　法

「将来の自分を想像し

よう！」【課題設定】

　　（2時間）

〇単元の目標と学習の流れを理解する（1時間）

・職業について学習する目的を知り，自己の進路に関心と

問題意識を持つ。（オリエンテーション）

〇自分のいいところ探し（1時間：模擬授業はこの一部）

・教師も活動に参加し，見本ならびに恥ずかしさを和らげ

る

・自分から見た自分のいいところを考える。

・自分から見た友達のいいところを伝える。

・他人から見た自分のいいところを知る。

制作物による評価

・ワークシート観察による評価

・活動の様子

以下，「働くうえで大切なことを知ろう！」【情報収集】（6時間）【職場体験】「職場体験活動を振り返る！」【整理・分析】（4
時間）「みんなの職場体験活動を共有し，将来に生かそう！」【まとめ・表現】（4時間）について記述されているが割愛

図12　学生の自己評価

（注）各学生の各項目値を平均し、その値を合計・

平均して算出した。

図11　学生による授業評価
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終的に見極める科目である，自己を厳しく見

つめてほしいと述べた」ことが一因である。シ

ラバスと自習は，授業者が4月に提示した内容

を大幅に変更し，学生の自主的な課題探求・調

査研究が十分でなかった。時間厳守については，

1時限の終了が時間超過気味であった。 

 　次に第1回と第15回で「履修カルテ」に書

かせた自己評価値の変化を見ると（図12），ど

の項目も評価値が上がっている。 

 　本授業を通しての感想を見ると（表22），目

標として掲げた「学修の振り返り，将来教員に

なる上で自己にとって何が課題であるのかを自

覚することができる」ことは概ね到達できたが，

「それを踏まえ課題研究を遂行し，不足してい

る知識や技能等を補うことができる」について

は，そのことを記述している学生もいたが十分

とはいえない。「課題研究の振り返りを踏まえ

今後のキャリアプランを作成できる」について

は今後の課題である。 

 4．本科目の視座 

 　「教職実践演習」は，「①使命感や責任感，教

育的愛情等」，「②社会性や対人関係能力」，「③

幼児児童生徒理解や学級経営等」，「④教科等の

指導力」といった資質能力を有機的に統合し，

自己の課題を自覚し，必要に応じて不足してい

る知識や技能を補い，その定着を図ることをめ

ざしている。この4つの事項は，社会人・教員

としての基礎的資質（項目①②）を基礎とし，

表22　授業を通しての感想

（学生１）学校の持つ役割を理解した上でいかにして自分の目指す授業づくりを行うか課題が浮き彫りとなった。教育実

習では気にならなかった点の中にたくさんの失敗があったことに気づけた。自分の目指す授業づくりを達成するには

どうしたらよいのか今後も考えたい。

（学生２）教育実習を終えてからこの授業を行う意味が自分の中で理解できないまま 初の頃は授業に取り組んでいたが，

何回も受けているうちに，毎回変わった取り組みや日頃ではなかなか深く考えないようなポイントも周りの人たちと

考えることによって自分自身の教師像がより明確なものになったような気がする。実習を終えてから，このように考

える場をつくるこ とにより，よりリアルに考えることができるようになると思う。

（学生３）教員としての自覚や学校や教員を取り巻く問題への対応の仕方を学んだ。曖昧であった将来像が明確となり，

教師と いう職業に対する理解が深まった。

（学生４）教育実習中に知りたかったことを学べたのでよかった。自分に足りないところを埋めることができた授業だっ

たので はないかと思う。

（学生５）教員としてどのような知識・技能を必要とし教師としてのメンタリティを改めて確認することのできる授業だっ

た。

（学生６）自ら考える時間が多く，実践的であり，多くのことに取り組めた。先生からのアドバイス，解説も加わり，深

い授業 だったと思う。

（学生７）学校運営や生徒理解，生徒指導をより深く学習でき，考えさせられた。子どもたちの成長を手助けする立場として，

デリケートな部分に触れなければいけないこともあるだろうし，すべての生徒が正しい道を歩み，気持ちよく生活で

きるように教師がやるべきことはたくさんあることを授業の中で改めて感じた。

（学生８）状況に応じた適切な対応や生徒の心の隙間に入って考えること，生徒の心のよりどころを作ってあげることが

大切であることを学んだ。自分自身をしっかりもち，自信をもってポジティブに生き，自分を活かせることを作って

いきたい。

（学生９）多くの課題や事例の追究，他の学生との活動を通して「なぜ自分は教師になりたいのか」という自己分析と「教

師になる」という決意を強めることができた。これまで苦痛だったグループワークを楽しめた。学部の枠を超えて一

丸となることは大切だと思う。

（学生10） 教員採用試験の結果後の授業ではあったが，教職以外の就職先でも役に立つと考え，課題解決や内容理解に勤

めた。
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その上に生徒個人・集団の理解・指導（項目

③）があり，それを踏まえて教科等の指導が行

われる（項目④）。これらを一体的に取り扱い，

教職に就き，研修を通して資質能力を高めてい

く過程までを「実践的指導力」の射程にすべき

であり，自己学習力と問題解決能力がとくに重

視されるべきであろう。本科目の視座を「図

13」に示す。 

 　4年次秋学期は，教育実習や教員採用試験が

終わり，学生の教師像や学校像はかなり具体化

しているが，本科目は，自己の教育観・教師観

と既修科目の知識，教育実習等の経験知を体系

づけ，自己の課題を明確にするところに意義が

ある。 

 　授業では，履修カルテの振り返りで自己能力

の到達度を振り返らせるとともに，教師像と求

められる資質能力をKJ法とダイヤモンドラン

キングを用いて整理し，向上させる方法につい

て話し合わせた。資質能力を高めるためには，

「人との関わりを大切にする」，「学び続ける」，

「生徒と向き合う」，「子どもから学びともに成

長していこうという姿勢を持つ」といった「使

命，責任，愛情，対人関係」に関することが多

く挙げられた。 

 　次の対人関係に関する演習では，保護者との

関係，同僚や教員集団における自分を意識させ

るため，学級担任の立場で保護者からのクレー

ムにどう対応するかのロールプレイを行い，教

師に求められることとして，積極性とコミュニ

ケーション，信頼関係の構築，自分の軸をもつ

ことが出された。また想定される配属校務分掌

より自分の適性と職務に対する意識を高めるこ

とができた。様々な教師の立場に立って考える

力を持つ必要性に気づかせるため，ロールレタ

リングを取り入れた。お礼を言いたい教師は，

学生の目指す教師像に表れている。一言申し上

げたい教師への手紙では，指導を正当化する教

師の主張について授業で取り上げた。 

 　それらを踏まえた生徒理解・指導，学習指導

は，学校現場で も時間を要する部分で，これ

図13　教職実践演習の視座
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らに対する資質能力の向上が，近年強く求めら

れている。生徒理解・指導については，ロール

プレイングや事例にもとづく個別学習とグルー

プ学習を繰り返して実感的に理解させようとし

た。学生の生徒指導の方法を見ると，個々の生

徒に努力を強いるタイプの学生と，話し合いか

ら指導へ展開する学生がいた。いじめの問題に

ついては，保護者と本人，学級への働きかけに

ついて述べていたが，同僚や上司に対する考慮

が十分でなかった。暴力的行為に対しては，本

人に対しての指導，他教員への働きかけを重視

していた。担任は原因を突き止め，自らの反省

点を考える姿勢で，本人に対しては悩みや困っ

ていること，理由を聞きながら反抗的・暴力的

行為に対しては注意する必要があると述べてい

た。生徒相談や生徒理解においては，対応する

教員の姿勢や能力も重要であるが，様々な協力・

助言・指導を受け，上司への報告・相談も必要

で，集団的な取組みを必要とする場合があり，

今すぐ対応が必要なものと，ある程度の期間に

おいて取り組むものがあることを理解させよう

とした。授業後の調査課題として，生徒や保護

者への対応で学校現場の教員が工夫しているこ

とを調べさせたが，学校現場の対応と学生の想

定の一致と相違に気づかせる必要があった。 

 　個に対する指導に対し，集団に対する指導も

重要である。学級経営を取り上げ，学生自身と

教育実習中の体験を活かして，学級経営案の一

部を作成させた。とくに学級目標と学年当初の

所信表明を書かせることで，系統的・計画的な

集団指導への意識を高めることができた。また，

学級通信についての調査を課題とし，学級通信

が学級経営やクラスづくりのアイテムで，担任

の思いを伝えるものであることを理解させるこ

とができた。 

 　生徒理解・指導に対する理解を深めた上で，

授業づくりを行うことを考えた。多くの実践研

究では，教育実習と関連付け，各教科の学習指

導案作成について述べられているが，教育実習

が終わり教員採用試験の合否結果が出て，多く

の学生が教職への道を諦めた状況下で，各教科

で「授業をみる眼」をさらに養うことができる

のか，それを授業担当者が担えるのかについて

は疑問がある。そこで，これまでの教科指導の

視点を変え，生徒の活動を中心とする「総合的

な学習の時間」の単元計画づくりとミニ模擬授

業を通して教師の役割を考えさせようとした。 

 　単元計画の作成においては，収集した情報を

もとに具体的に書き，体験や活動を取り入れて

いる点では工夫していたが，指導方法や学習内

容，評価の点で課題となった。模擬授業では学

習者の興味関心を持たせ参加させる点では工夫

していたが，説明指示，支援や指導の仕方，他

教科への発展という点では課題を残した。 

 　各学生の教科の知識や技能をもとに，異教科

のTTで授業を行い，自分の授業観や教材観へ

の理解を深めさせるとともに教材開発と知識や

教養の重要性を再確認してほしかったが，コメ

ントや振り返りの記述を見ると，授業方法や授

業技術など外形的なことへの関心が強く，自分

の専門性を活かせられなかった学生が多く見ら

れ，内容や教材に対する振り返りは十分でな

かった。 

 　学生の教職に対する意識が大きく変わるの

は，教育実習やインターンシップなど外部機関

での体験を行った後である。実習体験後，大学

教員による解説よりも，学校現場の教員の言動

を重視し，学生の中には大学の講義や授業内容

に価値を見出せないと訴える学生もいる。近年，

対処療法的な指導力が重視されているが，実践

的指導力を高めるには，個々の資質能力を総合

的に捉え，学びの過程に着目する必要がある。
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自分の立ち位置を俯瞰するためには，科学や理

論が必要で，大学は重要な役割を担っている。 

 　授業目標の一つであった「キャリアプランの

形成」については，教職に就くまでと，教職に

就いてから資質能力を向上させるライフコース

を含め，教育の未来像，学校現場での自分の姿

をイメージさせる必要がある。授業では受講者

自身の努力とともに仲間とともに自己の資質能

力を高めることを重視した。授業者が多く語る

と，授業者の考えに偏った教員像や学校像が形

成され，キャリアプランにも影響すると考えた。

不安や悩みを相互に出し合い，課題を共有して

活動への見通しを持たせるとともに，自己の振

り返りを行うことが重要である。大学の理論が

学校現場でどう位置づくことができるかを考え

させ，学生に自分の立ち位置を俯瞰させる指導・

支援を行うことに大学教員の役割がある。 

 5．結び 

 　本稿では，筆者の授業における学生の記述を

手がかりとして，実践的指導力習得に向けた本

科目の視座を示すことを研究目的として論を進

めてきた。とくに対人・対組織関係，個と集団

を対象とした生徒・学習指導，授業づくりの側

面から，制約された時間と人材で実施しなけれ

ばならない開放制教員養成課程における本科目

の試行的取組みを報告した。 

 　授業ではグループワークを多用し，模擬授業，

ロールプレイング（RP），調査をできるだけバ

ランスよく取り入れ，個別学習・集団学習・発

表学習を関連付け，個人の資質能力を高めよう

とした。 

 　 後に，本章では得られた知見と課題につい

て整理しておきたい。まず得られた知見である

が，第一に，初回の授業で，教員の資質能力と

して重要なものと自分に不足しているものを振

り返らせたが，KJ法とダイヤモンドランキン

グによるグループワークは，自己理解の深化と

学習意欲向上に有効であった。 

 　第二は，実践的能力を総合的に捉えるため，

文部科学省の示す4つの事項を関連づけながら

授業を進める一方，個と集団の立場や指導を重

視し，学校現場で想定される事例を取り上げ，

ロールプレイなどグループワークで対応を練り

上げることにより問題解決能力が高まった。調

査研究は学校現場の現状と課題を理解させるの

に役立った。ロールレンダリングの手法は，様々

な教育観や価値観を持つ教員の存在を知るとと

もに，自分はどう関わるかを想定させる上で有

効であった。 

 　第三は，「総合的な学習の時間」の単元計画

作成とミニ模擬授業についてで，単元計画作成

を通して，授業を計画的に捉え，単元の中で本

時が，本時の中で模擬授業がどう位置づくのか

を意識させることができた。模擬授業を通して，

教師と学習者，教材との関係を捉え直せたとと

もに，異教科の学生が協働で授業を構想・実施・

振り返り，協働で課題遂行する能力を高めるこ

とができた。 

 　本科目については，複数教員による評価，評

価の規準化・標準化が求められている。特定の

授業担当者の教育観が反映される危険性がある

ためであるが，本授業では多様な考えを尊重

し，なるべく授業者の考えは出さないで学生に

考え・判断させるようにした。様々な教育観や

文脈を踏まえて学生に考えさせ，個々の場面で

活かせる力をつけてほしいと考えた。 

 　課題については，以下の三点が挙げられる。 

 　第一は，目標についてであるが，自己課題の

理解は概ね到達できているが，知識や技能等の

補完については，そのことができたと述べる学
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生もいたが十分ではない。今後のキャリアプラ

ンの作成については，不十分である。 

 　第二は，単元計画作成や模擬授業で，自分の

専門性を活かせられなかった学生が多く見ら

れ，教材研究，指導方法，評価が課題となった。 

 　第三は，学校現場との連携についてで，学校

現場での勤務経験者が授業を担当しているが，

現職教員や教育行政担当者の話や意見を聞き，

中学校や高等学校の公開授業・授業研究会に参

加し，現場の教育活動に関われるなど，様々な

機会を提供していくことが必要である。 

 注 

 1） 高橋（2008）は，この提言が，その後の教師教

育に大きな影響を与えていると指摘する。例え

ば，この科目の指導教員は教職経験者を含める

こととされた。 

2）  「保育」を加えると33件，「幼稚園」を加えると

20件，「小学校」を加えると10件，「中学校」を

加えると4件，「高校・高等学校」を加えると4

件である（2016年4月29日確認）。 

 3） 「保育」を加えると31件，「幼稚園」を加えると

4件，「小学校」を加えると28件，「中学校」を

加えると22件，「高校・高等学校」を加えると

14件である（2016年4月29日確認）。 

 4） 小柴・武田・村瀬（2014）は，本科目のカリキュ

ラム開発のためのニーズを把握するために，中・

高校生が求める理想の教師像について調査を行

い，その結果を整理し，梅本・佐藤（2012）は，

1年次から4年次への変化を縦断的に分析し，大

学の授業や教育実習を積み重ねてきた変化を見

ている。 

5）  選択的にテーマを設定した上で，ディスカッショ

ン等を中心に行う演習形式の授業科目である。 

 6） 教育実習を終了し，本科目以外のすべての科目

を修得した学生を本科目で不合格とし，教員免

許状を取得できないことは，科目の趣旨からいっ

て原則的にあり得ない。 

7）  その内容は，「1．教職に関する科目の履修状況」，

「2．教科に関する科目の履修状況」，「3．教科

又は教職に関する科目の履修状況」，「4．介護

等体験に関すること」，「5．教育実習に関する

こと」，「6．その他の教職に関連する活動等」，「7．

自己評価ノート」，「8．自己評価まとめ」，「9．

教育実習」「教職実践演習担当教員によるコメン

ト記載欄」より構成される。 
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